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航 空.燃.料の 發 火 待.時..間温 度.曲.線.(1)

空.氣.中1こ;於.itる 測 定

1.緒3.

.2詮
.貨.驗

i・ 貴 驗.裝 .1置 一

.蚕i呪蹄 囃 麺 信醸 の吟味

3i.實 .嶮結 .果

4..測 定法並に實驗綾果め考察

1・ 亀緒

山 北 逸 郎

i.測 定法に就て

ii.凌 火待時隙畢度曲線め特異性に就

て
.
iiL發 火待時岡温度曲線ゐ耐爆佳に劃

す.硼 轟慚 蝋 て

5.總 揺

.君

航空撚料:に於r.主 要な課題の一?に 耐爆因iの問題,ボ あ.るド此の冏癌 に關 して,皖1τ 可な

i'. .り以繭が ら{酔 と研獅 難 められてゐ.るに:.も.掬ちす,今 庶 完奎1塀 決 されゐ.ない 欺態であ

1る 、 ・

炉 .航空燃料の耐爆性とは,..熱效牽をよく:.するために,機 關の壓縮比嫡 めて攻限度以上 に逹 し
'た 時

i皸 火燃燵¢)後蜘C:於 て,ノ ッキングと名付けられてゐる異常燃磽 を起 さなVO程 度の差異

を云ふりで ある・.

.ノ ッキ著グが起れ鵬 壓縮地を廟やた縮果,.熱薙奉が上昇する昌こ.うか,む レろ却うて低下

F.し.購 納 の皺 は脇 的吐 昇.して過熱され運 ・.}峨 が酬 き謹 韓が困me(・tF.るこ

lL㌻ 驫.し 。鹸 酬 職,。 。。。嚇 。。。。,。。。。、。齢　　　 　 　　 　 コ

..航 一zz料 の耐瀑性.を檢 するには,こ れ.を實際の發動機に使用 して見 る.のに越 した こと.はなV・
　

・ が,未 知の試料に就て一. か々か る試驗は拍i倒であ.るばか りでなく,.同種の試料に就ても,發 動

1麟 ・・灘 腱 贈 蜘 … 來螺 あ・… 磯 驪 …"嫡 靴
.した 單 氣 筒 機 關 を 用 ひ ・.}定 め 條 件 下 ・

.騨 撚 料 と 捜 キ ガ の 馨 腱 堆 較 す る こ と

llt依 つts試 料 の 輯 騨 の 大 小 を 定 め る瀬 鯉 と してlc・F.R・.り.v.一 チ 法 ・c;F・R・ ..勘 タ ー

il"㌦1岬 ・鵬 岨Dl∫A・Tρ 脚 弗 飾 卿 〃4.C?〃岬 加.加 伽 瑠 ・(ig・7)・
,..'

W・JPs琶Dβ 胸 吻 」耀4.rcr6rim4t〃Lgsbeig`tngij..加 の56〃・499(工939).

A・ ぐ.耳ghtt叩,TheSatte・fPetrete"n・.IV)慧 ΩU《19$8).。

蓮糠 ネ 吹 郎民,碑 罕縣 粍 ユ05(昭17冫 ・'

:款 田穰 氏,オ クタ.セ低.1(昭 ユ6),

睡 口業 之助 氏 ・ 航 塰燃 料 及潤 滑 油 ・62て 昭17)・
..舞繁 斥

,:ノ ツキ ング現 象,;6.(昭15).
●2) ・秋 田穣 民

,.オ.ク7タ ン價,56(昭16),

.・ 嘩 畩 鋤 民
・ 融 燥騨 潤 滑 油,.65(曝17)・.
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法,ア.メ リヵ陸軍法 その他の諸法が生れたが,砒 等の方法に依る:と,特殊の機械設勲 要 し

瞥通の實融 垂では,仲 々容易に行ぴ難い・ 着 し普邁あ賓絵室で,.簡 單iζ麟得め耐懌性が調べ

られ るとしriな らば,實 用上は も.とよn,ノ ヅキング現象の本質の寵明に.も華だ都合が よい・

撚料を椿成鰭る成分の耐壜性はそ兮種類に年つて異つて來 る傾向が屑つてゐろ3㌃ 燃粁の成

;分の種嶺が異れば,從 つて,そ の比重,沸 蠢,裳 面張九 分子槫造の如C異 つて來 る.そ れ

故,閲 接的ではあるが,此 等の物理化學的性質を利沼して,燃 料の耐爆牲 を簡單に知.らんとす 畠

るこま.を試みられてゐる弔'が・適用範圍猿 く.満 に微量の耐爆劑 を含む も.のに}峰 然舞力で.あ.

る..　 '

これに對.し七,燃 料の自然殺火現搬は可な.り直捜的な關聯性を仔して居 り5)然 發火濃度

劇定法として,.鋤堝法6,,同心管法n隶 ンブ轡 〕,噺熱颶縮法9〕その他色々φ力珠ゆヵ重,..・考案

されでゐる、Lo

.しかし,こ:れら・の測定結果の大部分は,肇火購何度といふ形で表はされてゐて・し為もこの

發火黙は同噌物質に就ても.各々 測定者に依つて,.髓分異つてゐるので,相 互φ比較ボ極めて宙

難であち..測 定條件が異れば自然發来渥度が異るのは,無 理からぬこととレて.も,識別し難

いやう鱸 ⑫ 讎 鮒 の都 依つでも可な.り嘩 嘩 齢 硼 合があるので・懲 黔塗 つ

て礁 塾 灘 鮒 嫗 別指卿 ることが髞 な噸 孀 鋤 の.ものでな～濘 動 或る定

まつた探件の下に於ける相鉦的な差を知る程度で滿足ずべきものであるとレたなちぱ乏.そめ差

璽 り噸 摩 婦 な肪 勧 難 ゆ をした餌 欄 合である.と恥 こと瞳 る・
at爲.には冷 瀞 翻 ひられてゐる獄 黜め代:りに鰍 御 繝 め齦 に.節 變化め髄 喞'

ち發火待時聞沮度曲線葛以てする方力!憊當であると考へられる・
、.ζ

斯がる見地から廣 く.各種の物質に就て行はれてゐる研究は見,,;らなV・覧 ぞとで著者rz,.・各
D

ρ

a)ｫ:{LL…1】,J.M.CampixllandJ.A・ 恥y叫 加 紹 嘔 働 ・・2臥 蹣(}93り,蹴ii碑(圃},

28;.475,--Ob(194).

.4)弑
田躑 ミ,オ ク タ ン償,109佃16).馳

b堤 繁 氏,.ノ.ウ キ ンゲ現 象,447(昭19)・ '
5冫 …璽華 表 乗 郎氏,.鱗 空 燃 料 卩37(昭17)・ ,
堤繁 氏,.!リ キ.ン.グ現 象,3uO(昭is).

諏 勘 哲 郎 仄1,棒 野 正 治 氏 及 押 田 賢 滑 璋,主 化 ・47.630(昭:互9)・

6)71.golm,%Angnu.Chun.,YB,273.(191$).

●.1L.lfooie
,_ノ」5乙ピ≧伽.ノ}34L,38,109(1917).

fLJ:MassonandW.h'.liamillons,bid.Ersg.CI'enr.,19

i・135b(19:7),2U,8且3(19".S),41・594'939).N
・.∫.Thomps加,ノwd.β 〃多 α ㎏加り2且.134(1929}・

G¥VrSorlman,1[.A.$caltyandS.D.Keren,lad.Enfi.C.fem.,33.A57(1941).

7)1LB..1)ironandII.F.Coward,ノ;Cam.Soc.,g5,814(isos).し

8)W.A.PwrlahdG.G.Rrnwn,Tird.Eag. .G/rrm.,28,IOb9(1896).

9)H.T.Ti:ardandD.R.Pye,Pkil.Mog.,44,"9(1923).

0・C・Biidg・m跏 跚dC.1+.M…in,1nd・8停 伽 ら14・1219(1922)・

10)Lewis;J .Chan.Sx.,19,.1666(111S7).'

細 輯 レ靴 ・..38・lo脇(卩 召s)・. ..・

大河 内 革敏 灰,H比 勝 治 氏 及 橋 岑 七 良氏,理 理 彙 睾,5,32(1926)・ ・
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種の炭化.水素,.ア ルゴール,ケ トシ.,
・ た るガゾ∫リン並びに,

の試料畳と就て,袞 火待時間渣度曲隷を求あて見た・

著者覦 も.騨 にしてル カ・も容易1こ.iil三確た測定蘇 為 と云はれてゐる堺堝法に働 ・常
亀

壓下で實驗を行つたつ■

.航霍燃判め臻火袖時間温度曲線.(D71

S .卵.デル等の,.純弊物質の外,種 々の炭化水素の混合物

それ らに少量の耐麟1,催 麟 を混.ヒた も.の等 慨來る丈數多くの種類

木報告に於ては空氣中.にて測定.した結果 に就て蓮ぺ.るし

,

1、 實 .驗 襲 置 、

2.賢 驗

「

も

1・

.本研究に於て使哨し7e實ca装 置の概要高 第.11融 と示す通 りであ'

る6

ア 　コ 　 　　

電熱用eク ・4・taNに 電流を通じて加熱 し 墳堝 ¢ の壁の温度

が壁に固定せる熱電針に依 り,パ イロォ.尸ター マ リ指鎌から所望

の臓 に一定 し嫡 鯏 ウ蝣,.ピ ペ ヅ トP瞞 轆 入t・,'滴 下孔Flg・1・ILPI・r・ ・us・

・IIの
,聯 よ..り・ 坿堝 ℃.の 内部i・n'Fe.し める・.聯 醐 α5mmめ.ピ ペ ツ トを,胚 れtt)一.滴約0
.01。¢となつた・a」囘の測定毎に,騎FLを 踏んで,.'豫熱された空氣をAを 通 じてCの.

收めてある蹇間に邊入し,換 氣する・發火待時糊 ば温度め變動と共に,一 般に埼減ナる故～一

定湟震4)下 に,藪 罔以上め測定にて,一 定埴が得:られ海衝 温度≧變動させて測定を繰返 し,

發来衝 畔問が温度の剿 ヒ1匸依つてゲ知1唄ζ墾勁す るがを調べること.にした・ 時闘はストツプ

.ウオ ツ.チ:に依つて測つた1

;'試萪が自然に發火するか
,し ないかの限界附迸の紐度に於ては1發 火待時間が測定鎌件の微

妙なi笙に依つて,影 響され る度鋤 囓:も 文,.發 火待時 間が.α2秒以'ド瞰 る澀度に於ては測

定が菌難で不iF確 にな り易レP・

iii賞 驗裝置q償M度 の吟味

發火待時fisは,種 々の要素に灘1・ 彰響 されると云 は咋てゐ.る")D'(f・ft驗條件を・色 々と

變化させて,測 定結果に及ぼす效果 を調べ,實 驗装 置の信韻度を吟味 した・

a}坩 堝の材質

坩塙の材質が異つた揚合の發火待時間に笈iSt差 異 に就て,田 ヘブタン,69ガ ソリン,イ ソ

オ・ク.タシの場合を,磁 襲 舞竪.遇 ツケル黙 ぴ白鋪 ゆ 坩堝を馬ひて調べた・ そめ結渠を

第.1表 に示す・窮1表 に依れば,同 一一・iE度に於て磁製坩堝は發火待時聞の變動が 少いが.Sツ

ケ ル製,.鐵 製並びに白金製は多V・・

以下の實驗}こ於ては糠て磁製の坩 埆を用ひるζ毒.にす.る・

り}坩 堝の大 きさ.

iEへ.ブタン,69ガ ソリ.ン,94ガ ソリ..ソ及びイ:凌オクタ.ンに就き異 る大 きさの磁製坩堝A,B

を 「臥.發 熔 時間に及ぼす坩土肋 大 きeの 影響を檢 した 砂 絡 果を第2表 に示す・
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.箏壊 蜴 鶴n,:.1曜 度醐 物 範跏 で馴'恥 の大琶.さ畷 燈 時間への影駄..髄 學 醤 嘩 砂 であ:る・と紛 る・

:C).懴料滴下用…ピペ.ツトの内経

.先端内徑オ・・1・Zm・吸 ぴ.0.5mroの 二種 め試料滴卞mピ ベ弥 を鵬,69〃.リ ン・94ガ 甥

.vj[tis.彳ソォ クダンに就てどペ ツトの内經の大少
,媒 言すれば諱料の滴下容量の多少が,同 一

巌 で,.鰍 待時悶級 ぼす影勧 蹴 て唯 した.そ.の 課 を第 駿 に示す・
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い位徐.少である・
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(500。Cよ り750。Cに 亙 って,高 温 になる稈差が大lcな る).正 ベ プ タン,69ガ ソ リン,栖 精,

イ.ソオ クタン.及び トル オールに就 ての測定結果 を第.3鬪 に示 す.'

.鄒 園の轍 は・パイ卵 づ 吻 指針の示す巌 をその驫 探つてあるから{琳 締

間盤 鹸 が外壁醐 合には酒 壁の揚兮妙 も・.高溢の方へ神 るのは鱗 であるが・獄.

待時聞め温度に依る壁化が、外壁の揚合は内壁の揚合よりも圓揖なら.ざる傾向.を宗し,特にβ9

ガソザ ンや正ヘプタンの如き,低 オク..タン債の試蘰に於てはよく表はれてゐ.る.v噛 　
iii.試.料 ・."亀

發火待時間の實驗條件め吟味に用ひた 試料並にそめ測定値を彳昼.るに用び衆.試料挺蔑℃記述び
すれ ば次 の如.くで ある ・'..
'

.イソオ クタ ン及 び疋ヘプ タ ン,シ ク.回ヘ キサ ン,四 エチル鉛 は 日本嘗遑株 弐合蔽 .より,メ シ

チレ ン・:シ ク."ぺ 』ンクン,.69h'.vリVN94.一 ガ ソ リン(オ クタン厭 々.6畩94).1紳 知 峰

研 突所 よ り,そ れ ぞれ寄膾 の もの を使 用に供 した 一

上 逑 の もめを除 ぐ:ペ ン ゾ」'レ.以下各種 の有機液照 は市販品.を常 法 に依 ゆ精 製 した も¢)を用.
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.糲 齦 魅 素・鮮 欟 ・黼 ガ ソリン・ア加 一噸 ・'rFン 黐 びエヴ ル確lr就.
.きb嚢 火待時間濫度曲線 を求めて見た・その結果を第4圖 のA,B,c;D,E,F.K示 す.

・ ㈹ 各戳 粥 の發*待 時間温度曲talこ及1貯m爆m蚕 加の影響'

.各程紬炭花水素,.・標準撚料,.各 種ガ.ソリγ・ア.ルコr・ル類・ケ ト.ン類及びニーテル類等に・..
ノ

.髄空縢料の鮒螺剤とし℃用ひられ るア昌り払 並 趣ζ叩 荊チル鉛を別ダに夫々2%及PtO・1%の 割

合で添加しkも のIC發 火待時間噸絲を求め1こ れと・同.じ實験條件の一F'に,醐 ≧添加 しない

掲合.と坦較 レでみ:た・ こ.の績果を第 う躙.A?.B,.C・D,1瓦F・G;Hに 示す・
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〔iii).各種燃料の發火待時聞温度曲線に及ぼナ催爆麝添加の影響

各麁純麦化水嵩 アルコL一』類,ケ トン類双ぴ エーテノレ類 に航室燃料の催爆劑として働 く

亜硝酸イソア ミールを5%添 加 したものの,發 乗待時間温度曲線を求め,こ れと同 じ實驗條件

下,催 爆嬲 を添加 しな"楊 合 と比較 してみ尭・

此の結果 を第6園 のA,BtC.D,E,Fに 示す・'
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4.灘 定法並に買纖結果 の考察

{i}.測定法に就τ

吾々の研究目標とする所は航室燃料の耐爆暁のi筌異を出來る.だけ簡單な市法で・檢出せんt

ずるととろにある.此 の 目的を遑成する7`CAJの一手段として,開 放式坩堝法に依る.自然發火

.濃度の測定を行ひ,發 火待時間が温度と共 に變動する模様を調べて見た・斯 くする.ことが,或

.特走φ爽火待時間に.のタ注同した發火黠を求める.より.もk現 貌を廣 く親察するこξに より.,.

租互の差畢を知 るに適當であると思つたからである.,
.吾kの 實驗條件の範闃丙で

,廁 定結果に著 しゃ影響 を與へた もりめ中の一〇は,坩 堝の材質

であう:だ ・白金や鍮 昌ツケルの埋 咼瞰 製㊧坩堝に地.して灘 傳導度が大であ り～.i姻 灘

り分布偏倚が小rctる 長所櫛.勧 ・・文その反面辮 量が小である.ため・澱 の變動が尠 易

、

..一..こ.`L 鹵●■._・ 圏L
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ぐ・保減性.も省る2・いみ煙所が生じz來 るる

又自傘.鐵,ニ ツケルは觸媒能が極:めて大な.る金艦であるため,、.玩等の材質で作.られ海班塒=
'でrz
,.磁禦のものよ.む.も…類 聯謀作用が活湿に行はれ,そ の微妙醸 化め影響力・すくｰはれ,

礫 ρ
.a.の眦 して昨 値襖 嘩 い・要ずる.咋・蠏 咼の材質ρ潮 嘩:く.嬲 φ黙 似.

その熱傳導嵐..mar:容量演ぴ表商觸媒作溺等の綜合的な差に麟撃られるものであら.う:t考ぺられ

る...二

.試鍔め耐爆性の差異が明確准黙 並に測定値⑱再現魅め倖良な點から見て」磁製増埆参喜.k

の.p的には最適の.も.のである.ζとが分つた一 層 .∂

滴穐 歓 眠 棟 ば・.縮 の盤 が盛とな卿 厳 面と竊 中.と.の.盤 の禦 が大昧

る.秘 つて坩堝表面Q潅 度1匸變化がなくてもp籍 申の湿度は低 ξなる.・これが滴下孔を大

きくレた蕩合,焚 火混度め上昇ナる虫因とみちれる6

試蒋の滴下容量哮)多少に催る差異め認め難い位微少な:點は,田m`, .羨井雨氏14)め結果と一鍛

し.て:ゐ..る…

熱電對の端を坩堝め車に入れて置跡て も,.表面作用の影縛オ{小であ.る爲か,坩 塙の材質の差

異め揚合のやう忙;・著 しく;そ亀影響綜現れナ,高 オ クタン價め試粁に於ては認 あ難いが,低 オ

妙 湘 の試料暢 合騰 齲 存初 爲に、發熔 黼 の醸 瞰 るTr様 相幗 滑妨 る,

謙な趨を呈:してゐる.

働.輦 火待時間温度曲線め特異性に競て..'.

餐種黙料の壷火待時闘濃度飾線を見れば解る:如ぐ,それらは一つとして向じ位置で重.nqっ

てわ樋 の瞳 い 試斜の種鄭力喫 れ}実r.發熔 時聞濃度曲雛 その位置や彦灘 サ鼻擢 つて.

來.みz:れ に依リセ撚料の區:別が亦來の發燭 よりも.明瞭瞰 る・

或る定まづ3C發火待時間を示す濯灘 囑 火響iで二つ以上の試料の發火待時間濫度曲線が若

し.も交叉して居れば,嚢 卑黠としてほ同じでCgt1H1來な.いが,.發火持時間淵度曲線な.ら臨 董

れ.らカサ拏く重nAir孝 ピレ}隈.n,.唄瞭匿區B叫力史つくヒ;.とになる・.
」第5欄 双ぴ第6:鬮より・各種撚粁の發釆試験に於ける畢動を概猜的に衷示Lzみ れば～第4衷

の娯 である一.鄭 灘 賊.礁 料岬 爆鰄 は催騨 騰 帆 た:齢 と・黙 らざる齢.t.ｫ

於て求:め嬢 火瀦 儲 疲 鰍 の蠻動の模様.より燃 料の自然發火現象からみた舉動ρ蝦 がb
.鶴 れ,遭 の饌 瞭 科の繊 に艪 應 して靴 する齣 を示しTajるζと力喇 る・,.

幽

TxLle4.Summary。fthe..behnNOUr..pf.Oariousfuels.h..theigni[i。 ・.固 ・

四 エ チ ル 鉛 数 果 亞 爾 酸 イ ソ ア.ミ.ル 教 果
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パ ラ.フイ.ン系及びナフテ ン系炭化水素,並 に既等の淡化水素を主成分 とする方 ゾリンに繭爆

剤 撚 珈ずればエシジ.ン内で ノツキシグが起 り.難.く…な,み 此り程度に應 じて吾々め封蝸 内で

求 めた鼓火待蒔闇澄璋曲線は高X8!9へ すれて來.ることが,第5周.B.C,.P,Eよ り明らかであ.

るi.."

航空燃料k耐 燭剤を添加して,そ のオクタン價を高あ.る效果助に就てfi色 々と研究されてゐ

る編 畑 の中で叡 嫩 であると認めらに ゐる陬 チル鉛蹴 て齦 も研究力・行節 て
'
ゐる・.毛め研突緒巣1に依れば,ベ ンゾー ル系の淡化水素は パ テフイン系及び.ナラテン系の淡

伽 燦 よ.り細 エチル鉛の效果力窮 つてゐ.る.と言齢 てゐるN)正 と等加鉛效果φ少嚇 繕に,

匹;.≠ ル鉛 を:添加して見て も.頚火待時間温度曲線は高温開へすれると去ふことほ殆ん.ξ認め

ら撞 励 ・ 認齢 れるとして 礪 少で ある.・ζれ聯5剛Aの 示す勵 である・

蜘 爆醍 逆の勵き:を.する催欟 を繊 撚料に添加すれば沸 ンヂ.ン内で ノッキ ングが緲.

易ぐ.な.7と云ふ事でφ る瑚・

吾.k.の搨伽 催爆劑:として,、亞硝酸イソア ミルを各種撚料k添 加すれ揮發火待時間温度曲線

ぽ慨 顱1ヘ ナれるのオ現 られ る 此`ま第6勵 こ示 された邁 りで.ある・

此等ρ磁.り 見て減 る瀞 のエ ンヂン内の ノ.ツ.キ.ングの穆度と歟 待曙 膃 度曲線の位置

t.の商には譁 行麟 めあるLと 力吩 る.・'

蓼 櫨 鱒 のski待黼 醸 辮 の配ダ僻 と謄 クタ順 の騨 蹴 嘲 べて皐る
吾廟 噴輪に鵬 た擁 煕 の中詛 成の磁 でし醜 オクダγ價の實測働 ま剰つてゐ輝

噺

脅

応',.

亀

膾 ザ ・

13).邇 藤 永…蜘 民,航 空燃 料,204.(nRt7).

秋 田穣 罪毫,郊 『ク タ∫ン價,46(昭L6)陰

果 繁 氏 ・ ノッ キ ング 麗 象,103(昭1S)・
.14).秋 「磯 民 ・ 炒 タ ン便,釦1,鰤(etc>;

15》 堤 繁a…,ノ ツ{.ン グ老旺綱曳,395(昭18).
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のを表示して見れば,第 与表16】の如くである・

TableS.Oclnnevalueofvnriwspureor6mniccompoonds:

1・ ・淡 化 永 素 噛

ソ

へ

へ

示

正

正

ー

1
系
.
ン

ρ

,

イフラ

・

.ハ亂

.v
.ナ フ テ ン 系

オ クタ化 合 鞠
ン價

イ..ソオ'ク ダ ン

正 ヘ キ サ ン.

7'.タ1.シ

シ クC.ペ ン タ..ン

シ クvヘ キ.サ ン

。　 ∫

r'.カ リ ン

ペ.ン ゾ ー ル

、

ル オ ー ～レ

00

%

32

蹲

瓢

妬

0

09

紹

77

78

77

鴨

認

08

葡
..17

釦

磁

10

1

1

1

1

1

1

1

1

2.ア.ル コ ー ル 翻

化鰰 惚

[1編il'...
メ タ ノL.ル 昏8

エ タ ノ ー.ルMJ.u

正 プ 自パ.ノ.一ル90

正 ブ タ ノ.一ル.'87.

ア ミル7層 一n77.U

雛 槻 ミnT>10U

3.ケ ト ン 類.

γeト.ン100

偽 一 ・㌦
4.エ ー テ ル.類

　 　ア 　
ヂ エ チ ル エ ーテ ル0〈

偉 ㍑ … 。

乙

.

し

.
躙
・

..

「

第綿 第蛾 ・.獅表により繊 や獄 の働 の鰍 せるもの同志では・.櫞 の鰐 を除
.いてオ.クタ噸 の騨 脚 喀 ゐる1≒購 して差支 抄 力㍉繊 や獄 鞫 の異るも.の闘
'
瞭1ご喰逹つてゐ.る搨合もあれrx,順 序の比較の困難な場合もあるととが認めら#tiる.

・5.總 昌.括 ＼

① 嫐 式垪堝泳 依る航空燃榊 獄 籍黼 臓 轍 の測定峨 て・測麟 剰 ・瀦 する

諸婁素を調べ,淵 定煢置め信粗度を吟喋した・.

㈹ 磁製坩堝を用ひた特定條俳下,.各種試料D發x待 時問滑度曲線は,發火現療から見た試

料の差異を在來の發火黠よ1りも明瞭に示す.

働 醐 黻 含ま酪 種試料に1肩チエ・皺 ア_,ン を別彗 漁 しz:火 待噸 醸

曲線越 めると・獄 待時問温麟 線 の變動の模檬は・試科の繊lt慮 じて略畑.塗 響椣

性を有す.る.のが見.られ:る8月.つ,四エチル鉛とア.ニリンと.13,そめ作耶が異つてゐる登とが分..～
〆る..

〔iv}興爆葡を含ま轟各種試料に亜硝酸イソアミルを添加すれぽ・.例外なしに發火待時間温

.酌 轍 は低瀏 へ翅 る糖iltの 低卞め仕方鰍 料の組成に靴 て馳 があ.る・

ω 擁 期 の發火待黼 温戯 線の配列め順序と・オ妙 ン價の高低とρ關鶴 繊 と.
'

ノ
is)秋 田穣 民,オ.ク タ ン債,115,libtea(昭to)・

堤 繁氏,ノ ツギ ン グ現 象,ioi(昭is)・.・
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發 火の畢動の近似せるものだけに就ては,略 卒行 しtゐ.る と見 られる・

㎎

iD

本研究の逮行に當つて終始卸懇篤なる御指t熱 烈なる御鞭健 とを賜はつた 恐師堀揚教投

に滿腔の感謝を捧げる・.

又研究開始に際 して,適 切nる 助言を與へ らたる後蓐廉李恥戦授にも厚 く.感謝する・ 實験

上獻身的な協力を得た木村鯉二君に も深謝す る・ 筒貫重な る粢料を提供せられた讃方面にも,.
.謝意 を表 レたv ・・
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